
主要科目の目標、特長 

（経営学部 経営コミュニケーション学科 マネジメント専攻） 

授業科目の名称 目 標 特 長 

経営学 マネジメントの基礎知識に関し、現実の産業社会や企業
行動等と関連づけながら理解していくことを目標とす
る。 

パソコン・ビデオ等の機器を効果的に活
用し、また、身近な題材、現実に活動し
ている企業の事例を取り上げながら講義
を展開、“大学という社会を理解する
場”“経営学部で学ぶことの意義を理解
する場”とする。 

マーケティング マーケティングとは、顧客価値を創造し、伝達するプロ
セスであるとの認識に立ち、マーケティングの本質を理
解し、体系的に習得することを目標とする。 

総論として、マーケティングの活動内容
を明らかにした後、マーケティング理念
の変遷、マーケティングの体系について
概説する。各論部分では、製品戦略、価
格戦略、チャネル戦略、プロモーション
戦略などを中心に講義す る。 

経営情報（基礎） 情報処理の歴史を概観することにより現在の立ち位置を
把握し、情報通信に関する基本的な技術（ハードウェ
ア、ソフトウェア、通信など）と最先端の技術（クラウ
ドコンピューティング、人工知能、ビッグデータなど）
の両方を習得し、経営情報システムの構築プロセスを体
系的に理解することを目標とする。 

情報通信技術の分野は日進月歩で発展し
ており、また、最先端の情報通信技術の
結晶とも言えるスマートフォンは人々の
日常に深く浸透している。これらに対応
するため、最新の事例や身近な題材を授
業に取り入れ、学生のより深い理解を促
す。 

起業と事業創造 講義内に定期的に新興企業の経営者を招聘し、その新興
企業向けの事業提案を策定するなど、起業の方法や事業
戦略の立案方法を具体的に検討していくことを目標とす
る。 

包括提携協定を締結している社団法人東
京ニュービジネス協議会（ＮＢＣ） の
冠講座であり、極めて実践的な内容を含
む。授業内で事業化シミュレーション等
も実施予定。 

人的資源管理 人材マネジメントのあり方が企業経営の成否を左右する
といっても過言ではない現代社会において、人材マネジ
メントの理論的基盤となっている人的資源管理（ヒュー
マンリソースマネジメント（ＨＲＭ)）について、基本
的フレーム、ベース理論、人材の採用、人材の評価、人
材の育成、給与システムなど具体的事例を交えながら解
説することを目標とする。 

講義は単なる理論の解説に終始すること
なく、具体的な事例を交えながら行って
いく。また、授業の展開にあたってはな
るべく学生の参画が可能なものとする。

ビジュアル・シンキング ビジュアルを用いた経営コミュニケーションの技法であ
る「ビジュアル・シンキング」に関する基礎的な知識、
手法、体験を、講義と具体的な作業を通じて得ることを
目標とする。 

ビジュアル・シンキングは、人々の知を
引き出しつつ、皆で発想し、合意を形成
していくために有効な技法である。組織
経営の様々な局面で求められる、情報伝
達、目標共有、価値創造等のプロセスを
効果的に実行できる有効な手法であると
考えられる。 

金融 金融の基礎知識と基本的な考え方を平易に解説、資金の
決済と運用・調達の基本など、金融全般の基本的知識と
判断力を得ることを目標とする。 

時事的な経済や金融の動きについても説
明し、現実の市場の動きに関心を持たせ
る。また、金利についての簡単な計算も
課題に組み込んでおり、実務的な側面に
も配慮した内容となっている。 

簿記原理 複式簿記の計算原理を探究することに主眼を置き、商企
業の経済活動である取引を正確に記録・計算・整理する
能力を身につけることを目標とする。財務諸表作成に不
可欠な複式簿記の理論的側面と技術的側面を並列的に概
説し、その涵養に努める。 

複式簿記の原理と手続を、できる限り
具体的に平易に解説する。簿記は数多
くの練習問題を繰り返し解くという勉
学態度が要求されるので、講義の前半
では、各項目のポイントを説明し、後
半では練習問題を解答するという形式
で講義を進める。 



主要科目の目標、特長 

（経営学部 経営コミュニケーション学科 マーケティング・デザイン専攻） 

授業科目の名称 目 標 特 長 

経営学 マネジメントの基礎知識に関し、現実の産業社会や企業

行動等と関連づけながら理解していくことを、講義の目

標とする。 

パソコン・ビデオ等の機器を効果的に活

用し、また、身近な題材、現実に活動し

ている企業の事例を取り上げながら講義

を展開。“大学という社会を理解する

場”“経 営学部で学ぶことの意義を理

解する場”とする。 

マーケティング マーケティングとは、顧客価値を創造し、伝達するプロ

セスであるとの認識に立ち、マーケティングの本質を理

解し、体系的に習得することを目標とする。 

総論として、マーケティングの活動内容

を明らかにした後、マーケティング理念

の変遷、マーケティングの体系について

概説する。各論部分では、製品戦略、価

格戦略、チャネル戦略、プロモーション

戦略などを中心に講義する。 

経営情報（基礎） 情報処理の歴史を概観することにより現在の立ち位置を

把握し、情報通信に関する基本的な技術（ハードウェ

ア、ソフトウェア、通信など）と最先端の技術（クラウ

ドコンピューティング、人工知能、ビッグデータなど）

の両方を習得し、経営情報システムの構築プロセスを体

系的に理解することを目標とする。 

情報通信技術の分野は日進月歩で発展

しており、また、最先端の情報通信技

術の結晶とも言えるスマートフォンは

人々の日常に深く浸透している。これ

らに対応するため、最新の事例や身近

な題材を授業に取り入れ、学生のより

深い理解を促す。 

現代流通 商品の生産と消費者の消費を有機的に結びつける極めて

重要な活動である流通について、小売業と卸売業に焦点

をあて、実際の事例を採り入れながらマーケティングや

経営の戦略を学ぶことを目標とする。 

ビデオやパワーポイントでの説明などで

きる限りビジュアルでわかりやすい内容

とし、新聞、雑誌などから今日的なトピ

ックの解説を毎回行なう。 

ビジュアルデザイン 情報を的確に伝えたいから「コミュニケーショ ンの形
態はデザインされる」。分かりやすく、インパクトがあ
り、魅力的に伝える手段として「ビジュアル効果は 欠
かせない。」こうした観点から、企画からフィニッシュ
ワークに至る様々な場面では重要な技法である「ビジュ
アルデザイン」について、概論から具体的事例、技法等
を読み解いていくことを目標とする。 

広告事例を核に組み立てた内容である
が、ビジュアルアイディアを生み出す基
本は媒体の種別を超えて共通したものが
ある。その基本を学び、応用する力を身
につける。 

ビジュアル・シンキング ビジュアルを用いた経営コミュニケーションの技法であ
る「ビジュアル・シンキング」に関する基礎的な知識、
手法、体験を、講義と具体的な作業を通じて得ることが
目標とする。 

ビジュアル・シンキングは、人々の知を
引き出しつつ、皆で発想し、合意を形成
していくために有効な技法である。組織
経営の様々な局面で求められる、情報伝
達、目標共有、価値創造等のプロセスを
効果的に実行できる有効な手法であると
考えられる。 

画像表現（基礎） [Macintosh]ファイル管理、テキスト入力、web ブラウ
ザの扱い等、OSX の基本をマスターする。 

[Photoshop]ブラシを中心としたツールの使い方を学

び、フリーハンドの描写が出来るようになる。セレク
ション（選択範囲）というビットマップグラフィック

スの中でも最も重要なテクニックを使って画像表現の
素材作成が自在にできるようになる。マウス以外のス

キャナーやタブレット等の入力装置を使えるようにな
る。Photoshop のファイル構造を理解することにより

レイヤーとチャンネルを操って効率よい作業ができる
ようになる。 

[Illustrator]ペンツールをはじめとした Illustrator 

固有のツールをマスターしてベクターグラフィックスな

らではの自由曲線を操れるようになる。ガイドを使っ

て正確にオブジェクトを配置したり、数値入力による

精密な作図ができるようになる。パスファインダーで

図形を合成して複雑な形状を作成できるようになる。 

コミュニケーション・ツールとして、
グラフィックスを捉え直す。漢字文化
圏では、インフォグラフィックス（画
像を使った情報伝達）は、数千年の歴
史をもつとはいえ、多くの人の目にふ
れるようになったのはインターネット
の情報が画像中心になった 1990 年代
以降のことである。インフォグラフィ
ックスのデジタル化にともなって、コ
ンピュータは画像製作者にとって必須
のスキルになってきている。そしてデ
ジタルコンテンツの制作にかかせない
ツールといえる、Photoshop と
Illustrator の操作を習得し、インフ
ォグラフィックスについての基礎的な
知識と技術を身につける。 

Webプログラミング（基礎） HTML、CSS を用いて、ソフトを使わずに簡単な Web ペ
ージが製作できる。Web サイトを制作するための基本的
な知識や技術を理解し、HTML および CSS の基礎を習得す
る。HTML で Web ページの基本構造を構築し、さらに 
CSS(スタイルシート）を使い装飾やレイアウトを追加し
ていき、簡単な Web サイトを自分で作ったり修正したり
する知識・能力を身につけることが目標である。 

一人一台の環境下、中間モニタを活用し
ながら、実際の制作の場で使用されてい
るアプリケーション等を用いて、Web 制
作について学んでいく。 

 


